DLAおよびBJクラスターのf-αスペクトラム(拡散に支配された凝集(DLA)とそれに関連した現象,研究会報告) by 早川, 美徳
TitleDLAおよびBJクラスターのf-αスペクトラム(拡散に支配された凝集(DLA)とそれに関連した現象,研究会報告)
Author(s)早川, 美徳







































図1 (a) 2次元 かモデルで 甲 -
2とした場合に得られるクラ

















































































































































東北大 ･工 原 啓 明





プロットの直線上 (べき分布 )には乗 らない1),2)｡同様な事実はランダムカッティングのサイ
ズ分布3)や,情報科学4)における(相対 )度数一順位を表わすいろいろのグラにも見られる｡
これはある意味では,フラクタルの概念を拡張する必要性があることを示唆している｡
ここではlog-logプロットの直線からのずれを示す,ランダム媒質中におけるクラックのサ
イズ分布を, 1つのモデルプロセスによって論 じる｡
ランダム媒質の構成要素として,大きさや応力 (α)に対する応答の仕方で類別されたセグ
メント(Seg.)を考える｡Seg.の種類をE (-
A,B,-･)で表わす｡各Seg.は, i(時間)
一依存性のある特性長L(E,i)によって
G(L(E,i))個の等質なサブセグメント
(S.seg)に分割されるものとする｡ただし,
とくOでは各Seg.の個数は,共通にCo個とす
る(図1)0 L(E,i)のt-依存性を求め
るため,αのもとでS.Seg,に検出不可能な,
微小なマイクロクラック(m･C･)の成長する
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